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§１．研究成果の概要 
 

 本研究の目的の達成には、自然言語理解に基づき、教材の内容が学習者にとってどの程度難し

いのかを判定することが重要である。本年度は、研究者が特に強みを持つ語学学習支援の分野か

ら他分野への適用も見越して研究を始め、教材の内容を考慮してテキストの難しさを決定する基礎

的な研究を行った。まず、外国語テキストの外国語学習者にとっての難しさを自動的に判定するリ

ーダビリティ判定の研究を行った。以前は母語話者にとってのテキストの自然さを利用した手法が

提案されていたのに対し、外国語学習者から実際に取得した語彙テスト情報を活用する手法を提

案し、（直接の比較は難しいものの）既存手法を上回る精度を達成した。提案手法は、語彙テスト

結果データセット中、平均的な外国語学習者が所与のテキストの単語を知っている確率をもとにし

た手法であるので、具体的に学習者にとって難しい単語を出力できるなど解釈性も高い。この成果

は、AI を用いたツールの中堅国際会議である IEEE ICTAI に full paper として採択された。 
 また、このリーダビリティ判定の研究で 1 件、加えて関連する単語難易度の研究 1 件で、ラーニ

ングアナリティクスのトップ国際会議である LAK2022 のポスター論文に計 2 件採択された。また、

リーダビリティ判定の研究他の貢献により、情報処理学会 HCI 研究会貢献賞を受賞した。さらに、

単語難易度の研究に関係して、単語難易度を自動決定に深く関係する項目反応理論のチュートリ

アルを行った。 
 さらに、これまでの語学学習支援の研究成果を、どのように社会実装に結び付ければよいのかに

ついて、サイエンスインパクト・ラボで一般の参加者を交えて議論し、有意義な共創を行った。 
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